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1,782 1,429 1,831 1,605 1,711 1,400 5,324 65% 4,434

383 306 354 302 381 305 1,118 13% 913

147 119 125 116 160 130 432 5% 365

695 317 185 113 493 283 1,373 17% 713

3,007 2,171 2,495 2,136 2,745 2,118 8,247 100% 6,425

　隊　別　救　急　出　場　件　数

注：「その他」には、火災、転院搬送、運動競技、労働災害、加害、自損行為などが含まれます。

急　　病

一般負傷

交通事故

　　その他　注

総　　計

　令和３年中の川崎署救急隊３隊の出場を事故種別にみると、最も多いのは急病で５，３２４件
（全体の６５％、前年比２％増加）、次いで一般負傷、交通事故の順になります。

川崎救急隊 小田救急隊 大島救急隊　　　　隊名

事故種別

総 計

救 急 件 数

搬 送 人 員

不 搬 送

１隊平均出場件数

１隊１日平均出場件数

　本市の救急隊は、令和４年４月１日現在、２９隊が配置されております。
　令和３年中の救急件数は６９，８８３件で、昨年に比べ２，９３２件の増加になりました。理由
として、新型コロナウィルスまん延防止等重点措置の規制緩和措置がとられ外出機会が増加、結果
的に救急要請が増加したと考えられます。
　また、川崎署においては、川崎、大島、小田救急隊の３隊が配置され、出場件数は８，２４７件
で昨年に比べ２４６件の増加となっています。
　川崎署１隊の平均出場件数は２，７４９件と市全体（２９隊）の２，４１０件と比較して３３９
件多く、依然として救急出場が多い地域になっています。

川崎署 川崎市

　救　急　概　況

急病

5,024件

63%

一般負傷

1,207件

15%

交通事故

386件

5%

その他

1,384件

17%

令和２年

総計

8,001件

急病

5,324件

65%

一般負傷

1,118件

13%

交通事故

432件

5%

その他

1,373件

17%

令和３年

総計

8,247件
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